
〈
論

説
〉ア

メ
リ
カ
水
法

に
お
け
る
混
合
主
義

沿
岸
権
と
専
用
権
の
共
存
法
理

宮

暗

淳
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第

一
章

は
じ
め

に

ア
メ
リ
カ
水
法
に
お
い
て
は
、
水
利
権

に

つ
い
て
水
が
流
れ
る
土
地
に
そ
の
成
立
基
盤
を
求
め
る
沿
岸
権
主
義

(
暑

9
量

昌
創
o
。
訂
言
Φ
)

と
、
時

に
先
ん
ず

る
者

は
権

利

に
お

い
て
も

優
先
す

る
と

い
う
考

え
方

に
そ

の
基
礎

を
置

く
専

用
主

義

(
胃

δ
円
碧

胃
o
胃
冨
菖
8

α
0
9
鼠
器

)
が
共
存

し
て
い
る
。

ま
た
、
沿
岸
権
主
義
と
専
用
主
義

の
混
合
形
態

で
あ
る
混
合
主
義

(含

巴

紹
。。8
旨
。。
)
も
進
展
し
て
き

ロ
　

　

た
。
混
合
主
義
を
採

用
す

る
法
域
は
、
現
在

で
は

一
〇
州
存
在
し

て
い
る
。

ア
メ
リ

カ
大
陸

の
中

で
、

こ
れ
ら
諸
州

の
分
布
を
確
認
す
る

と
、
西
部
沿
岸

の
三
州

(
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
、
オ

レ
ゴ

ン
州
お
よ
び

ワ
シ
ン
ト

ン
州
)
な
ら
び

に
西
部

の
乾
燥
地
帯
と
降
雨
量

の
多

い

東
部
を
区
分
す
る

西
経

一
〇
〇
度
線
上

の
六
州

(
カ
ン
サ

ス
州
、
ネ
ブ

ラ
ス
ヵ
州
、

ノ
ー

ス
ダ

コ
タ
州
、

オ
ク
ラ
ホ

マ
州
、
サ
ゥ

ス
ダ

コ

タ
州
お
よ
び

テ
キ
サ

ス
州
)
に
大
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

混
合
主
義

の
歴
史
的

ル
ー

ツ
は
、
法
域
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
い
る
。
大
部
分

の
州

の
共
通
点
は
、
当
初
は
沿
岸
権
主
義
に
従

っ
た
が
、

後

に
専

用
主
義

の
要
素
を
取
り
入
れ

て
い

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
水
が
慢
性
的

に
不
足
す

る
地
域

に
お
い
て
水
を
配

分
す
る
た
め
に
は
、
専
用
主
義
が
よ
り
適
応
す

る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

西
部
沿
岸

の
州
お
よ
び
西
経

一
〇
〇
度
線
上

の
大
陸
中

央
に
位
置
す
る
州
に
お
い
て
は
、
沿
岸
権
主
義

は
も
と
よ
り
専
用
主
義
も
完
全
に
は
適
合
し
な
か

っ
た

の
で
、
混
合
主
義
が
発
展

し
た

の

で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら

の
諸
州
は
、
概
念
的

に
両
立
し
え
な

い
二

つ
の
権
利
を
共
存
さ
せ
る
た
め
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。沿

岸
権
お
よ
び
専
用
権

の
両
方
が
混
在
す
る
混
合
主
義
に
お

い
て
、
各
州

の
採
用
す

る
法
原
理
は

い
く

つ
か
の
点

に
お
い
て
特
徴
を
有

し
て
い
る
。

そ
の
特
徴
と
は
、
同

一
の
法
制
度

の
も
と
に
お
け
る
沿
岸
権

と
専
用
権

の
調
整

に

つ
い
て
の
理
論

で
あ
り
、
沿
岸
権

の
定
義

ま
た
は
範
囲
に
関
す
る
理
論
で
あ
り
、
沿
岸
権

の
消
滅

に

つ
い
て
の
理
論

で
あ
る
。
混
合
主
義
を
採

用
す
る
各
州
は
、

こ
れ
ら
に
関
し
て



共
通
し
た
準
則
を
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ

の
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿
は
、
ま
ず
混
合
主
義
を
採
用
す
る
主
要
な
法
域

の
法
理
に

つ
い
て
言
及
し
た
あ
と
、
専
用
権

と
の
調
整

の
た
め
に
行
わ
れ
た
沿
岸

権
主
義

の
修
正
、

つ
ま
り
沿
岸
権

の
制
限
に

つ
い
て
論
究
す

る
。
特

に
、
沿
岸
権

の
消
滅

ま
た
は
そ

の
範
囲

の
狭
小
化

の
た
め
に
な
さ
れ

た
沿
岸
権
概
念

の
再
定
義

に
関
し
て
詳
述
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

沿
岸
権

と
専
用
権

の
調
整

の
方
法
を
解
明
し
、
ア
メ
リ
カ
水
法

に
お

け
る
混
合
主
義

の
特
徴

に

つ
い
て
考
察
す

る
。

アメ リカ水法における混合主義

注(
1
)

ア
ラ

ス
ヵ
州
、

ヵ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
、

カ

ン
サ

ス
州

、
ネ
プ
ラ

ス
ヵ
州
、

ノ
ー

ス
ダ

コ
タ
州
、

オ
ク

ラ
ホ

マ
州
、

オ

レ
ゴ

ン
州
、

サ
ウ

ス
ダ

コ

タ
州
、

テ
キ
サ

ス
州
お
よ
び

ワ
シ
ン
ト

ン
州
で
あ

る
。

な
お
、

ミ
シ

シ

ッ
ピ
州

は
混
合

主
義
を
採

用
し
、

ア
ラ

ス
ヵ
州
は
専

用
主
義

に
属
す

る
と

解

す

る

見

解

も

あ

る

(】)
9。
〈
置

出
●
Q
9
畠

Φ
9

き

ミ

貯

ミ

§

蟄

〉
ミ

切ミ

、、
ω
巳

Φ
島
こ

お

O

(
一
⑩
雪

)
)
。

第
二
章

混
合
主
義
の
法
理

第

一
節

カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
法
理
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混
合
主
義
を
初

め
て
か

つ
最
も
完
全

に
発
達
さ
せ
た
法
域
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
混
合
主
義

は
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
主
義
と
も

呼
ば
れ

て
い
る
。
ま
ず
最
初

に
、
同
州

の
法
理
に

つ
い
て
論
及
し
て
い
く

こ
と

に
す

る
。

　
　

　

当
初
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
は
、

一
八
五
五
年

の

犀
鼠

昌

く
・
勺
含
旨
窃

に
お

い
て
専

用
主
義
を
採
用
し
た
。
本
件
は
、
河

川
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
先
発

の
鉱
夫

に
水
を
供
給

し
て
い
る
水
路

の
所
有
者
と
、
そ

の
河
川
の
沿
岸

に
位
置
す
る
後
発

の
鉱
夫
と

の
間
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で
争
わ
れ
た
事
案

で
あ
る
。
両
当
事
者
と
も
連
邦
公
有
地
上
に
位
置
し
て
い
た
。
後
発

の
鉱
夫
は
、
先
発

の
専
用

に

つ
い
て
何
ら
考
慮
す

る
こ
と
な
く
、
沿
岸
地
に
位
置
す
る
者
は
水

の
利
用
に
関
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
る
と
主
張
し
た
。

ヵ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
最
高
裁
判
所
は
、

こ
の
主
張
を
退
け
た
。
す
な
わ
ち
、
後
発

の
鉱
夫
は
沿
岸
地

の
所
有
老
で
は
な

い
か
ら
、
後
発

の
鉱
夫
が
水
利
用

の
侵
害
を
排
除
す

る
た

　ヨ

　

め
の
沿
岸
権

を
先
発

の
鉱
夫

に
対
し

て
主
張
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
と
判
示
し
た

の
で
あ

る
。
本
裁
判
所
は
、
公
有
地

へ
の
侵
入
者

の
間

に
お
い
て
は
、
鉱
夫
間

の
慣
習
で
あ
る
、
最
初
に
水
を
利
用
し
始
め
た
鉱
夫
は
後
に
水
を
利
用
し
始
め

た
鉱
夫

の
誰

に
対
し
て
も
優
先
す

る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
専
用

の
法
理
が
確
立
さ
れ
る
に
い
た

っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。

こ
の
結
論
を
導
く

に
あ
た

っ
て
、
当
該
裁
判

所
は
、
州

の
立
法
が
鉱
業
目
的

の
た
め

の
水
路
を
課
税
対
象

の
財
産

と
し

て
認
識
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
専
用
に
よ
る
水
利
用
を
黙
示
的

に

　
　
　

肯
定
し
た
と
解
釈
し
た

の
で
あ
る
。

へ
ら
　

H暑

ぎ

判
決

の
直
後

の

一
八
五
七
年

に
、
○
轟
昌
畠

崔

く
●
≦
、o
o
房

判
決
が
出
さ
れ
た
。
本
判
決
に
お

い
て
、
ヵ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
最
高

裁
判
所
は
、
善
意

の
開
拓
移
民
と
入
植
後

の
専
用
者

の
間
に
お
い
て
沿
岸
権
主
義
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
認
め
た
。
本
事
案

に
お
い
て
、

被
告
は
公
有

地
法

の
も
と
で
河
川
に
隣
接
し

て
い
る
土
地

に
入
植
し
た
が
、
当
初
は
ま

っ
た
く
水
を
利

用
し
て
い
な
か

っ
た
。

一
方
、
原

告

の
水
供
給
会
社
は
、
近
く

の
町
に
水
を
供
給
す
る
た
め
に
被
告
よ
り
下
流

の
河
川
か
ら
水
を
分
水
し
て
い
た
。
後

に
、
被
告
が
水
を
分

水
し
始
め
た
た
め
、
原
告
は
正
当
な
専

用
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
し

て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
な
お
、
両
当
事
者
と
も
公
有
地
上

に
位
置

し
て

　
　

　

い
た
。
州
最
高
裁
判
所
は
、
連
邦
法

の
も
と
で
入
植
し
た
被
告
は
絶
対
的
所
有
権
者

で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
告
は
、
当
該

土
地
に
入
植
す
る
以
前

に
水
を
分
水
し
て
い
た
専
用
者

の
権
利

に
の
み
劣
後
す
る
沿
岸
権
を
有
す
る

こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

前
述

の
二

つ
の
判
決
か
ら
、
次

の
よ
う
な
準
則
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
公
有
地
上

の
専
用
者

の
問

に
お
い
て
は
、
先
発

の
専

用
者
が
優
先
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
土
地
に
関
し
て
法
律
上

の
権
利
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ま
だ
水
を
取
水
し

て
い
な

い

　
　
　

沿
岸
権
者
に

つ
い
て
は
、
当
該
土
地

に

つ
い
て
主
張
さ
れ
た
後

に
水

の
利
用
を
始
め
た
専
用
者
に
よ

っ
て
は
覆
さ
れ
え
な
い
。

つ
ま
り
、

入
植
後

に
水
を
利
用
し
始
め
た
専
用
者
は
、
そ

の
入
植
地

の
所
有
者

に
対
し
て
水
利
用
に

つ
い
て
優
先
権
を
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
な

い



アメリカ水法における混合主義

の
で
あ
る
。

ハ
　
　

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

に
お

い

て
は

、

一
八

八
六
年

の

ピ
受

<
●
出
9
σq
σq
言

判

決

に

よ

っ
て

コ
モ

ン

・
ロ
ー

の
沿
岸

権

主

義

が

確

立
さ

れ

　
　
　

た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
同
州
最
高
裁
判
所
は
、
本
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
公
有
地
譲
渡
証
書

(h
巴
Φ
蜜
一
冨

8
暮
)
は
連
邦
法

で
は
な
く

州
法
の
事
項
で
あ
る
が
、
同
証
書
は
沿
岸
権
を
随
伴
す
る
と
判
示
し
た
。
当
該
判
決
は
、
す
べ
て
の
専
用
を
覆
す
権
利
を
与

え
た

一
八
六

　
ゆ

　

六
年

七
月

二
六
日
の
鉱
業
法

(ン
肖
一昌
一昌
σq

>
O
け
)
制
定
以
前

に
譲
渡

さ
れ
た
沿
岸
地

の
所
有
者

に
関
す
る

コ
モ
ン

・
ロ
ー
上

の
権
利
に

つ

い
て
言
及
し
、
傍
論
に
お

い
て
で
は
あ
る
が
、
連
邦
政
府
か
ら
土
地
を
獲
得
し
た
沿
岸
地
所
有
者

の
権
利
は
、
本
制
定
法

の
制
定
後
か

つ

　ユ

土
地

の
譲
渡

の
前
に
な
さ
れ
た
専
用
に
よ

っ
て
さ
え
も
覆
さ
れ
え
な

い
と
判
示
し
た

の
で
あ
る
。

　
ね

　

一
八
六
六
年
お
よ
び

一
八
七
七
年

の
不
毛
地
法

(H)Φoα
Φ
腎け
]『
9
昌
Ω
>
O
け
)
は
専
用
主
義
を
承
認
し
た
た
め
、
沿
岸
権

主
義
を
採
用
し
た

い
量

判
決
と
の
間
に
矛
盾

が
生
じ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

こ
で
、
不
毛
地
法
以
外

の
制
定
法

の
も
と
で

の
公
有
地
譲
渡

証
書

(b
鉾
Φ暮

)

は
本
証
書
発
行
当
時

に
存
す
る
専
用
権

の
み
を
随
伴
す
る
が
、
不
毛
地
法
に
関
す

る
公
有
地
譲
渡
証
書
は
現
存
す
る
す
べ

て
の
専
用
権
を

随
伴
す
る
と
い
う
見
解

に
よ

っ
て
、
い
薫

判
決
と
不
毛
地
法
と
の
調
和
を
図

っ
た

の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
専

用
が
な
さ
れ
た
後

に
発
行

さ
れ
た
連
邦
公
有
地
譲
渡

証
書
は
、
そ

の
専
用
権

に
劣
後
す
る
沿
岸
権
を
随
伴
す

る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
専
用
が
連
邦
公
有

　
お

　

地
譲
渡
証
書

の
発
行
後

に
な
さ
れ
た
場
合

は
、
譲
受
人
は
そ

の
専
用
に
優
先
す
る
沿
岸
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
法
理
に
お

い
て
は
、
専
用
老

は
現
実
的
な
分
水
を
公
有
地
上
で
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
専
用
者

は
、
私
有
地

に
接
す
る
地
点
で
河
川
か
ら
分
水
し
て
い
た
場
合

に
は
、
後
に
当
該
土
地
を
取
得
し
た
沿
岸
権
者
が
な
す
新
し

い
水
利
用
に

　ヨ

対
し
て
優
先
す

る
権
利
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
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注(
2

)

q
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第
二
節

オ
レ
ゴ
ン
法
理

オ
レ
ゴ

ン
州
は
、
沿
岸
権

の
概
念
を
専

用
主
義

に
取
り
込
む
た
め
に
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
法
理
を
最
初

に
採
用
し
た
法
域
で
あ
る
。
同

州
は
、
連
邦
政
府
が
公
有
地

の
所
有
者
と
し
て
水
に
対
す
る
財
産
的
権
利
を
有
す
る
と

い
う
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

の
考
え
方

を
支
持
す
る

一
方
で
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
と
は
異
な
り
、
連
邦
公
有
地
譲
渡
証
書

に
付
随
す
る
水
利
権

に

つ
い
て
決
定
す
る
権
限
を
主
張
し
な
か

っ

た
。不

毛
地
法
は
、
本
来
、
連
邦
政
府
が
不
毛
地
を
灌
概

し
た
者

に
そ

の
土
地
を
与
え
る

こ
と
を
意

図
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

オ
レ
ゴ

ン
州
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ヨ

の
指
導
的
判
例

で
あ

る

出
〇
二
σq
プ
<
●
℃
o
詳
興

は
、

こ
の
不
毛
地
法

に

つ
い
て
西
部
諸
州

で
の
専
用
権

の

一
定

の
準
則
を
確
立
し
た
も

の

と
し
て
解
釈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
団
8

αq
げ
判
決

に
お
い
て
、
州
最

高
裁
判
所
は
、
本
法

に

つ
い
て
す
べ

て
の
連
邦
公
有
地
譲
渡
証
書

か

ら
沿
岸
権
を
取
り
除
い
た
も

の
と
し
て
理
解
し
た

の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
本
法
制
定

の

一
八
七
七
年

三
月
三
日
以
降

に
公
有
地
譲
渡

　
め

ね

証
書
を
受
取

っ
た
譲
受
人
は
、

オ
レ
ゴ
ン
法
理

の
も
と
に
お

い
て
は
沿
岸
権
を
取
得
で
き
な
い
と
判
断
し
た

の
で
あ
る
。

　
レ
　

　
あ
　

　
ね

　

サ
ゥ
ス
ダ

コ
タ
州
も
、

オ
レ
ゴ

ン
法
理
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
お
よ
び

ワ

シ
ン
ト

ン
州

の
最
高
裁
判
所
は
、
不

毛
地
法
に

つ
い
て
特
定

し
た
不
毛
地

の
み
に
適
用
さ
れ
る
と
解
し
、
不
毛
地
以
外

の
沿
岸
地
に
関
す

る
公
有
地
譲
渡
証
書

の
受
取
人
は
、

専
用
権
に
劣
後
す
る
沿
岸
権
を
取
得
す
る
と

の
見
解
を
維
持
し
た
。
要
す
る
に
、
オ
レ
ゴ

ン
法
理

に
お

い
て
は
、
不
毛
地
法
制
定
以
後

の

公
有
地
譲
渡
証
書

の
譲
受
人
は
ま

っ
た
く
沿
岸
権
を
取
得
で
き
な
い
と
解
す
る
が
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
法
理

で
は
、
不
毛
地
以
外

の
沿
岸

地

に
関
す
る
公
有
地
譲
渡
証
書

の
受
取
人
は
専

用
権

に
劣
後
す

る
沿
岸
権
を
取
得
し
う
る
と
解
釈
す
る

の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
法
理
と
オ

レ
ゴ

ン
法
理
の
主
要
な
相
異
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

不
毛
地
法
は

一
八
七
七
年
三
月
三
日
以
降
に
譲
渡

さ
れ
た
連
邦

公
有
地
上

の
す
べ
て
の
沿
岸
権

を
消
滅

さ
せ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に

　　

つ
い
て
、
連

邦
最
高

裁
判

所

は
、

0
9
ま

o
§

寅

○
お
σq
8

勺
o
≦
Φ
同
O
o
.
<
●
bu
8

<
零

勺
霞

菖
碧

Ω

○
①
日
Φ
暮

O
o
.
に
お

い

て
審
理

し

た
。

本
事

案

は
、

最
初

の
入

植

者

か

ら

取
得

し
た

自

営
農

地

譲
渡

証

書

(げ
0
8
Φ
のけΦ
巴

℃
9

8

e
)

に
基
づ

い

て
河
川

の
継

続
的

な

自
然

水

流

に
対

す
る
沿
岸

権

を

求

め

た
電

力
会

社

と
、

州
法

の
も

と

に
お

い

て
専

用
権

を
主
張

し
た

セ
メ

ン
ト
会

社

と

の
争

い
で
あ

る
。
連
邦

最

高

裁
判

所

は
、
国
o
⊆
σq
げ
判

決

に
お

け

る

不
毛
地

法

に

つ
い

て

の
オ

レ
ゴ

ン
州

最

高
裁

判

所

の
解
釈

を

是

認

し
、

一
八

七

七
年

以
降

に
譲
渡

　
カ

　

さ
れ
た
土
地
上
の
沿
岸
権
を
消
滅
さ
せ
、
各
州
が
自
由
に
水
利
権

を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
沿
岸
権
ま

た
は
専
用
権

の
法
理
が
及
ぶ
べ
き
範

囲
を
決
め
る
権
限
は
、
各
州

に
属
す

る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
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第
三
章

沿
岸
権
主
義
の
修
正

第

一
節

未
行
使
沿
岸
権
の
消
滅

沿
岸
権
と
専
用
権
が
共
存
す
る
混
合
主
義
を
採
用
す

る
法
域
に
と

っ
て
は
、
両
権
利

の
調
整
が
最
も
重
要
な
関
心
事
で
あ
る
。
水
が
流

れ

て
い
る
土
地

に
水
利
用

の
根
拠
を
求
め
る
沿
岸
権

と
、
土
地
所
有
権
と
分
離
し
て
水

の
利
用
に
成
立

の
基
礎
を
置
く
専
用
権
と
は
、
本

来
、
両
立
し
え
な
い
概
念
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
沿
岸
権
主
義
と
専
用
主
義

の
本
質
的
な
対
立
は
、
沿
岸
地
に
付
随
し

て
い
る
沿

岸
権
が
水

の
利
用
に
依
拠
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
専
用
権
者
は
、
沿
岸
権
者
が
以
前
は
権
利
行
使
し

て
い
な
か

っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
突
然
、

そ
の
権
利
を
行
使
し
た
と
し
て
も
、
引
き
続
き
専
用
権
を
主
張
で
き
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。

こ
の
不
確
実
性
は
、

大
規
模
な
水
事
業
計
画
を
企

て
よ
う
と
す

る
専

用
権
者
に
対
し
て
不
安
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、
混
合
主
義
を
採
用
す
る
大
部

分

の
法
域
は
、
制
定
法
に
よ

っ
て
未
行
使

の
沿
岸
権
を
消
滅

さ
せ
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
立
法
府
お
よ
び
裁
判
所
は
、
沿
岸
権
を
消
滅

さ
せ
た
り
、
そ

の
範
囲
を
狭
く
解
釈
し
た
り
し
て
、
沿
岸
権

の
概
念
に

つ
い
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て
再
考
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
特
に
、
裁
判
所
は
、
沿
岸
権

の
消
滅
お
よ
び
そ

の
範
囲

の
狭
小
化

の
た
め
に
三

つ
の
概
念
を
再
定
義

し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
沿
岸
地
お
よ
び
沿
岸
地
上

の
水
に

つ
い
て
の
概
念

の
縮
小
化
、
第

二
に
、
合
理
的
利
用
の
概
念

の
客
観
化

お
よ
び
安
定
化
、
第
三
に
、
権
利

の
喪
失

・
放
棄
お
よ
び
取
得
時
効

の
概
念
に
関
す
る
適

用

の
拡
大

で
あ
る
。

本
章
で
は
、
制
定
法
に
よ
る
未
行
使
沿
岸
権

の
消
滅
、
沿
岸
権

の
対
象
と
な
る
土
地
お
よ
び
水

の
定
義

の
縮
小
、
合
理
的
利
用

の
概
念

の
客
観
化
な

ら
び

に
沿
岸
権

を
制

限
ま
た
は
消
滅

さ

せ
る
た
め

の
権
利

の
喪
失

(
ho
臥
Φ
騨
霞

Φ
)
・
放
棄

(
9
げ
9
巳

8

日
①
暮

)、
譲

渡

(OO
昌
く
①嘱
騨
　口
OΦ
ω
)
お
よ
び
取
得
時
効

(胃
Φ。。
9

℃
鉱
o
⇔
)
の
理
論

の
進
展
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
最
初

に
、
未
行
使

沿
岸
権

の
消
滅

に

つ
い
て
検
討

し
て
い
く

こ
と

に
す
る
。
既
得
権

(
<
霧
け巴

ほ
σq
暮
。。
)
を
特
定
期
限

日
に
お

け
る
現
実

の
有
益
的
利
用
と
し
て
再
定
義
し
た
制
定
法
は
、
期
限
日
以
降

に
始
め
た

い
か
な
る
水
利
用
も
禁
止
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該

　　

制
定
法
は
、
期
限

日
時
点
で
未
行
使

の
沿
岸
権
を
消
滅
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
制
定
法
は
、
期
限
日
以
降

に
沿
岸
権
者
が
新

し
く

水
利
用
を
始
め
る
権
利
に

つ
い
て
法
的

に
請
求

で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
期
限
日
に
お
け
る
沿
岸
権
者

の
水
利
用
に

つ
い
て
放
棄
ま

た
は

喪
失

の
法
理

の
適
用
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
数

の
州
に
お

い
て
重
要
な
例
外
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
期
限

日
以
降

に

　　

沿
岸
地
上
で
家
庭
用

の
水
利
用
を
始
め
る
権
利

に

つ
い
て
制
定
法
上

の
保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
家
庭

用
の
水
利
用

と
は
、
家
事

用
お
よ
び
家
畜
用
の
水
利
用
を
指
す

が
、
水
が
多
量

に
必
要
と
さ
れ
る
鉱
業
、
灌
概
お
よ
び
工
業
用
の
水
利
用
は
含
ま
れ
な

唾
・
新
し
い
水
利
用
の
権
利
を
保
護
す
る
た

め
に
・

一
般
的
に
需
要
量
が
少
な
い
水
利
用
の
み
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
・

当
初
、
制
定
法
に
よ
る
未
行
使
沿
岸
権

の
消
滅
は
正
当
な
補
償
を
伴
わ
な

い
財
産

権

の
収
用
に
該
当
す
る
の
で
は
な

い
か
、

と
の
疑
義

が
生
じ
た
。
し
か
し
、
結
局

の
と

こ
ろ
、

ア
ラ

ス
ヵ
州
、
ミ

シ
シ

ッ
ピ
州
お
よ
び
オ

ク
ラ
ホ

マ
州
以
外

の
法
域
で
は
、
制
定
法
上

の
未
行

　
ゐ
　

使
沿
岸
権

の
消
滅
を
是
認
し
て
い
る
。
最
近

に
お
い

て
、
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
最
高
裁
判
所
は
、
制
定
法
上

の
未
行
使
沿
岸
権

の
消
滅
に

つ
い

　　

て
補
償
な
き
収
用
に
あ
た
り
違
憲
で
あ
る
と
の
判
決
を
下
し
た
。

オ
レ
ゴ

ン
州
最
高
裁
判
所
は
、

一
九
〇
九
年

二
月

二
四
日
の
時
点
で
未
行
使

の
沿
岸
権
を
消
滅
さ
せ
る
と
規
定
し
た
制
定
法

に

つ
い
て
、
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本
法
は
公
共

の
財
産
権

の
利
用
を
規
制
し
た
に
す
ぎ
ず
、

既
得

の
私
権
を
収
用
し
た
も

の
で
は
な
い
と
の
理
由

に
よ

っ
て
、
合
憲

で
あ
る

　
　
　

と
判
断
し
た
。
同
州

の
裁
判
所
は
、
沿
岸
地
所
有
者
は
水
を
所
有
す
る

の
で
は
な
く
、

そ
の
土
地
上
を
流
れ

て
い
る
水
を
利
用
す

る
権
利

を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
を
強
調
し
た
。
私
的
財
産
権
と
し

て
の
水
利
権
が
な
ぜ
用
益
的
で
あ
り
、
無
体
財
産
的
で
あ

る
の
か

と
い
う
問

い
に
対
す
る
明
確
な
解
答
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
見
解
は
様

々
な
問
題
を
解
決

に
導

い
た
と
考
え
ら

ハ　

　

れ
て
い
る
。

制
定
法

に
消
滅
期
限
を
規
定
し
て
い
な

い
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
で
は
、

一
九
七
九
年
ま
で
未
行
使
沿
岸
権
を
消
滅
さ
せ
る
い
か
な
る
手

段
も
否
定
し
て
き
た
。
当
州

に
お

い
て
は
、
沿
岸
権
者
は

い

つ
で
も
沿
岸
地
上
で
新
し
い
水
利
用
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
競
合

し

　　

　　

て
い
る
専
用
者

の
水
利
用
が
な
さ
れ
る
前
か
ら
土
地
が
合
法
的
に
占
有
さ
れ

て
き
た
限
り
、
沿
岸
権

は
専

用
権
に
優
先
す
る

の
で
あ
る
。
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一
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・

第
二
節

沿
岸
権
の
対
象
と
な
る
土
地
お
よ
び
水

ネ
ブ
ラ
ス
ヵ
州
と
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
以
外

の
西
部
諸
州
は
、
現

在
、
家
庭
用
お
よ
び
家
畜
用
の
水
利
用
を
除

い
て
沿
岸
権

に
基
づ

い
て
請

求
し
う
る
水
量
を
直
接
的

に
固
定
し
よ
う
と
努
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
沿
岸
権

の
対
象
と
な
る
土
地

(沿
岸
地

)
の
概
念
を
縮
小
す
る
こ

と
に
よ
り
請
求

し
う
る
水
量
を
制
限
し
よ
う
と
し
、
ま
た
そ

の
土
地
上
で
合
理
的
水
利
用

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
水
量
を
減
少
さ
せ
よ

う
と
考
え
て
い
る
。

テ
キ
サ

ス
州
お
よ
び

ワ
シ
ン
ト

ン
州
は
、

同
様

の
効
果
を
求
め

て
、
沿
岸
権

の
対
象
と
な
る
水
に

つ
い
て
定
義
を
狭

く
解
釈
す
る
傾
向
に
あ

る
。

混
合
主
義

の
法
域

は
、
沿
岸
権
主
義

の
も

と
に
お
け
る
水
利
権

に

つ
い
て
特
定

の
土
地
と
特
定

の
水
の
相
関
的
機
能

と
し

て
捉
え
て
い
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る
。

そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
通
常

の
水
流
の
間
は
、
水
供
給
源

に
接
し
て
い
る
土
地
が
沿
岸
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、

沿
岸
地

の
所
有
者
は
、
そ

の
沿
岸
地
上

の
水
に

つ
い
て
沿
岸
地

の
他

の
す
べ

て
の
所
有
者
と
平
等
に
合
理
的
利
用
を
な
す
権
限
を
有
す
る

の
で
あ

る
。

混
合

主
義
を
支
持
す
る
多
数

の
裁
判

所
は
、
土
地
が
水

に
接

し

て
い
る
と
い
う
隣

接
性

に
加
え

て
、

土
地
が
水
供
給
源

の
流
域
内

ハ
お
　

(
<
『一け
げ
一昌

け
]P
Φ

♂く
9
け
Φ
円
qo財
Φ
創

O
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什
げ
Φ

♂く
9ゆ
け
Φ
N

ω
O
自
H
O
①
)

に

存

す

る

こ

と

と

い

う

要

件

も

付

加

し

た

。

沿

岸

権

の
対

象

と

し

て

の

沿

岸

地

は

土

地

が

水

と

隣

接

し

か

つ
水

供

給

源

の
流

域

内

に

存

す

る

こ

と

を

必

要

と

す

る

と

い

う

準

則

は

、

流

域

ル

ー

ル

(
<
『9◎
ひ
Φ
弓
ω
げ
Φ
侮

円
d昌
Φ
)

へ
お

　

と
呼
ば
れ

て
い
る
。
当
該

ル
ー
ル
は
、
沿
岸
地
所
有
者
が
水
を
も
と

の
供
給
源
に
戻
す

こ
と
が
で
き
る
場
合

に
の
み
水
供
給
源

か
ら

の
引

ハ
ふ

　

水
が
許
さ
れ
る
点

で
は
自
然
流
水

の
理
論

の
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
自
然
流
水

の
理
論

の
維
持
を
保
証
す
る
も

の
で
は
な

い
。
混
合

主
義
を
採
用
す
る
裁
判
所
は
、
流
域
ル
ー

ル
を
採
用
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
準
則
が
沿
岸
権

の
対
象
と
な
る
土
地
を
制
限
す
る
傾

ハ
お

ね

向

を
も

つ
か
ら

で
あ

る
。

一
九

〇

七
年

の

〉
昌
磐

①
巨

O
巳
8

≦
讐

霞

O
o
・
<
'
国
邑

興

は

、
流

域

ル

ー

ル

に
関

す

る

指
導

的

判

例

の

一
つ
で
あ

る
が

、

本

判

　
お

　

決

が

論

証

す

る

よ

う

に
、

流

域

と

い

う

用
語

は
分

析

の
基
準

が

変

化

す

る
理

解

し

に
く

い

概
念

で

あ

る

。

コ

ロ
ラ
ド

川

(
O
o
一〇
冨
◎
o

図
貯
ΦH
)

と

ヒ
ラ

川

(Ω
旨
㊤

空

く
霞
)

は
、

単

一
の
流

域

で
あ

る

か
、

そ
れ

と

も

二

つ
の
流
域

を
形

成

し

て

い
る

か

と

い
う

ア

リ
ゾ

ナ
州

ハ
サ
　

と
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

の
長
い
論
争
が
そ

の
証
左

で
あ
る
。

こ
の
用
語

の
曖
昧
さ
は
、
沿
岸
権
を
潜
在
的
に
制
限
す
る
手
段
と
し

て
有
用

な
も

の
と
解
さ
れ

て
い
る
。

沿
岸
地
を
制
限
す
る
理
論
は
さ
ら

に
伸
展
し
た
。
す

な
わ
ち
、
土
地
が
何
時
で
も
沿
岸

で
あ
る
場
合
に
の
み
、
そ

の
土
地
は
沿
岸
地
と

ハ
　

　

し
て
解
さ
れ
る
と
い
う
権
原

の
源

(ω
o
霞
8

0
h
け置

Φ
)

の
理
論
で
あ
る
。

こ
の
理
論
は
、
純
粋
な
沿
岸
権
主
義

の
法
域

で
は
み
ら
れ
な

い
の
で
あ

る
が
、

一
般
的
な
沿
岸
権

に
関
連
し
て
説
明
さ
れ

て
き

て
い
る
。
ま
た
、
当
該
理
論
は
、
水
利
用
に

つ
い
て
沿
岸
権

に
依
拠
す

る
こ
と
を
可
能

に
す

る
た
め
と
い
う
よ
り
、
水
利
用
者
を
専

用
主
義

の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め

の
も

の
で
あ

る
点
に
お

い
て
特
徴
を
有
し
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て
い
る
。

オ
レ
ゴ

ン
州
最
高
裁
判
所

は
、
当
理
論

の
有
益
性
を
誤
解

し
て
い
る
か
、
ま
た
は
本
理
論
な
し
で
も
沿
岸
権
を
実
質
的
に
消
滅

さ
せ
ら

れ
る
と
考
え

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
当
該
裁
判
所
が
、
特
別
な
土
地

の
権
原

の
歴
史
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
、
訴
訟
当

　
ぬ

　

時

に
河
川
に
隣
接

し
て
い
る
広
大
な
土
地

に
お
け
る
土
地

の
単

一
性
に
基
づ

い
て
沿
岸
地

の
範
囲
を
決
定
し
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。

結
局
、
い
く

つ
か
の
裁
判
所
は
、
土
地

の
所
有
権
が
河
川

の
河
床
ま
た
は
河
岸

に
ま
で
及
ば
な
い
場
合
に
お

い
て
は
そ
の
土
地
は
沿
岸

地
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
ま
で
達
し
た
。
こ

の
見
解
は
、
沿
岸
権

の
性
質
を
全
く
誤
解
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、

ワ

シ

　
ハ

ね

ン
ト

ン
州
最
高
裁
判
所
は
、

こ
の
理
論
を
受
け
入
れ
、
存
続
さ
せ
て
い
る
。

沿
岸
権
の
対
象
と
な
る
水

の
定
義
を
縮
小
し
て
解
釈
す
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
沿
岸
地

の
定
義

ほ
ど
注
意
が
払
わ
れ

て
こ
な

か

っ
た
。

一
般
的
な
沿
岸
権
主
義

の
も
と
に
お
い
て
は
、
公
水
と
私
水

の
区
別
、
季
節
的
水
流
と
日
常
的
水
流

の
区
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
然

の
水

体

(≦
暮
霞
げ
o
爵

)
の
す
べ
て
お
よ
び
人
工
的
水
体

の

一
部
は
、
沿
岸
権

の
対
象

の
水
と
な
る
の
が
通
常

で
あ

る
。
し
か
し
、

テ
キ
サ

ス

　
ゆ

　

州
お

よ
び

ワ

シ
ン
ト

ン
州
最

高

裁
判
所

は
、

当
初

、

余
剰

水

(
ω霞

冨
⊆
ω
≦
0
8
円
)
は
沿

岸

権

の
対

象

と

は

な
ら

な

い
と
判

断

し
た
が

、

　
ぬ
　

の
ち
に
ワ
シ
ン
ト

ン
州
最
高
裁
判
所
は
、

こ
の
余
剰
水
に
関
す

る
判
断
を
取
り
消
し
た
。
ま
た
、

テ
キ
サ
ス
州
最
高
裁
判
所
で
は
、
事
実

ハ
む
　

上
、
通
常

の
水
流
が
大
雨
で
温
れ
た
水
で
あ
る
よ
う
な
断
続

的
な
河
川
に
お
い
て
も
沿
岸
権
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

ワ
シ

ン

　
あ

　

ト
ン
州
最
高
裁
判
所
は
、
水
流
が
年
間
を
通
じ
て
存
在
す

る
河
川

の
み
が
沿
岸
権

の
対
象
と
な
る
と
い
う
見
解
を
保
持
し
て
い
る
。

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
は
、
他

の
混
合
主
義

の
州
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
な
い
側
面
を
多
数
有
し

て
い
る
。
同
州

の
最
高
裁
判
所
は
、
沿
岸

権

の
対
象

と
な

る
水

を
制

限
す

る
と
い
う
考

え
方

と
は

一
見

反
す

る
判

断
を

し

て
い
る
。

す

な
わ

ち
、

沿
岸

権

の
範

囲

は
伏

流

水

　
め

　

(二
b
'畠
Φ
同h一〇
ぐく
)
に
ま

で
及
ぶ
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

沿
岸

権
は
流
域
内

の
地
表
水
に
限
ら
ず
伏
流
水

に
ま
で
及
ぶ
と
す
る

こ
の
見

解

は
、
流
域
外
か
ら
浸
入
し

て
き
た
水
を
沿
岸
権

の
対
象

と
は
し
な

い
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
流
域
内

の
視
点
か
ら
表
現
し
た
も

の
と
し

て
解
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
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が
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す

る

理

由

に

つ
い

て

次

の
よ

う

に
論

及

す

る

。

す

な

わ

ち

、

「
沿
岸

権

を

流

域

内

の
土

地

に
限

っ
た

主

た

る

理

由

は

、

水

が

こ
う

し

た

土

地

で
利

用

さ

れ

る

と

き

は

、

消

費

さ

れ

な

い

限

り

、

利

用

後

は

河

に
戻

さ

れ

る

と

い

う

こ
と

と
、

こ

の
よ

う

な

土

地

に

降

る

雨

は

河

に
注

ぎ

、

そ

の
結

果

、

そ

の
土

地

は

そ

の
水

の
利

用

の
権

利

を

与

え

ら

れ

る

の

で
あ

る

、

と

い

う

こ
と

に
あ

る
。
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場
合

に
ま

で
も

伏

流
水

が

土
地

に
隣

接

し

て

い
る

こ
と

の
み
を

も

っ
て
、

そ

の
土

地

を
沿

岸

地

と
判

断
す

る
わ

け

で
は

な

い

d
巳
8

≦
.讐

霞

O
o
●
<
●
国
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δ
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8

Q。
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℃
.
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刈
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(
一
⑩
O
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)
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(
〉
口
ゆ
ゴ
9
日

第
三
節

合
理
的
利
用
の
制
限

アメリカ水法における混合主義307

沿
岸
権
主
義

の

一
つ
の
側
面
と
し
て
、
自
然
流
水
の
理
論
が
あ
る
。
当
該
理
論
は
、
水
量
ま
た
は
水
質
に

つ
い
て
減
損
し
な
い
範
囲
に

お
い
て
水
を
利
用
す
る
権
利
を
沿
岸
権
者

に
与
え
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
水

の
消
費
が
禁

止
さ
れ

る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
現
実
的
で
は
な

い
。
ゆ
え
に
、
沿
岸
権
主
義
を
採

用
す
る
諸
州
は
、

こ
の
不
都
合
を
回
避
す

る
た
め
合
理
的

利
用
の
ル
ー
ル
を
適
用
し

て
い
る
。
同
準
則
は
、
沿
岸
権
者

に
対
し
て
合
理
的
な
範
囲
内
で
水

の
利
用
を
認
め
る
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

沿
岸
権
者
は
、
他
の
沿
岸
地
所
有
者
の
合
理
的
な
水
利

用
を
妨
げ
な
い
場
合
に
水

の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
準
則
に
よ
れ
ば
、

す

べ
て
の
沿
岸
権
者

の
合
理
的
必
要
性
を
満
た
す
た
め

の
水
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
、
沿
岸
権
者
が
所
有
す
る
土
地

の
面
積

に
基
づ

い
た
沿
岸
権
者

の
権
利

に
比
例
し
て
、
す
べ

て
の
沿
岸
権
者

の
水
利
用
が
減
縮

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

西
部
諸
州

の
裁
判
所
は
、
沿
岸
権

の
行
使

に
関
連
し

て
合
理
性

(弓Φ9
のO
昌
餌
ぴ
一①
口
Φ
qΩの
)
の
概
念
を
再
定
義
し
た
。
東
部
諸
州
に
お

い
て

は
、
水
利
用
が
合
理
的
か
否
か
、
ま
た
は
他

の
沿
岸
権
者

の
水
利
用
に

つ
い
て
不
合
理
的
な
損
害
が
生
じ

て
い
る
か
否
か
は
、
純
粋
に
相

ヨ

　

対
的
な
概
念

に
よ

っ
て
判
断
さ
れ

て
き
た
。

そ

こ
で
は
、
裁
判
所
は
、
あ
る
水
利
用
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
と
そ
れ
と
競
合
す

る

水
利
用
に
対
す
る
損
害
、
そ
し

て
社
会
全
体

に
対
す
る
利
害
に

つ
い
て
利
益
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
利
益
衡
量
は
、
新
し

い
利
水
者
が
競
合

の
中
に
参
入
し
て
き
た
場
合

の
み
な
ら
ず
、
同
利
水
者
間
で
あ

っ
た
と
し

て
も
競
合

し
て
い
る
水
利
用

の
相
対
的
価
値

が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
理
由
が
存
す
る
場
合

に
は
、
全
体
的

に
再
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
沿
岸
権
に
関
す
る
合
理
的
利
用

の
概
念

の
特
徴
は
、
水
利
用

の
権
利
を

不
安
定
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
慢
性
的
な
水
不
足

の
た
め
紛
争
が
絶
え
な

い
西
部
地
域
に
沿
岸

権
が
適
応
し
な

い
と
言
わ
れ
る
最
大
の
理
由

で
も
あ

る
。

そ
こ
で
、
西
部
諸
州
は
、
抽
象
的
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　ま

な
合
理
的
利
用

の
概
念
を
再
検
討
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
沿
岸
権

の
不
安
定
性

の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、

一
八
八
六
年

の
ピ
黄

判
決

に
お

い
て
、
現
実

の
損
害
が
な
か

っ
た
と
し

て
も
沿
岸
権
は
後
発

の
専

用
者

に
よ
る
分

水
を
禁

止
す

る
と
判

示
し
、

沿
岸
権

主
義

を
確

立

し
た
。

そ

し

て
、

一
九

二
六
年

に
は

団
零
旨
冒
αq
冨

器

く
・

お

　

ω
8

導
Φ
話

0
9
ま
o
諺
寅

国
&
ω8

0
9

判
決
が
出
さ
れ
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
憲
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
当
該
判
決

の
事
案

は
、

サ

ン
ウ

ォ
ー
キ

ン
川

(
ω
9
昌
q
8

ρ
巳
昌
切
貯
9

の
沿
岸
地
所
有
者
で
あ
る
原
告
は
、

こ
の
河
川

の
洪
水
に
よ

っ
て
土
地
を
灌
概

し
て
い

た
が
、
本
河
川

の
上
流

に
水
力
発
電
所
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
被
告

に
対
し
て
、
発
電
所

の
建
設
は
原
告
か
ら
自
然
に
よ
る
土
地

の
灌
概

を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
訴
え
、
発
電
所
建
設

の
禁
止
が

認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
洪
水

に
よ
る
灌
概
と
他

の
水
利
用
に

つ

い
て
利
益
衡
量
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
水
お
よ
び
電
力
供
給

の
管
理
な
ら
び

に
洪
水
調
整

の
た
め

の
ダ
ム
建
設
と
対
立
す
る
、
低

コ
ス
ト
で

効
率

の
低

い
水
利
用
を
主
張
す
る
原
告
が
勝
訴
し
た
。
本
判
決

に
お
い
て
は
、
合
理
的
利
用

の
ル
ー

ル
と
自
然
流
水

の
理
論

の
ど
ち
ら
が

こ
の
場
合

の
事
実
に
適
合
す
る
か
と

い
う
点
で
は
な
く
、
専
用
が
な
さ
れ
る
前
に
合
法
的

に
取
得
し
た
土
地
上

の
沿
岸
権
者

の
水
利
用
に

反
す
る
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
で
、

い
か
な
る
専
用
も
不
合
理
で
あ

る
と
い
う
沿
岸
権
主
義

の
準
則
が
見
出
せ
る

の
で
あ
る
。

ハ
の
　

出
霞
自

昌
αq
冨

蕩

判

決

は
、

一
九

二
八
年

の
カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

憲

法

の
修

正

を

導

出

し

た
。

す

な

わ

ち
、

当

該
修

正

憲

法

は

、

水
利

権

に

つ
い

て
有

益
的

利

用

(げ
Φ
昌
⑦
h一〇
一9
一
・⊆
G自①
)

の
た

め

に
合

理

的

に
要

求

さ
れ

る

べ
き

水

の
利

用

に
制
限

さ
れ

る

と
規

定

し

た

の
で
あ

　
　
　
る
。

こ
の
修
正
が
水
利

用
の
合
理
性

に

つ
い
て
従
前
通
り

の
言
及
に
留
ま

っ
て
い
た
な
ら
ば
、
出
醇
白
匿
讐

⑳
器

判
決

の
結
論
に
変
化
を

も
た
ら
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
判
決

に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
伝
統
的
判
断
基
準

で
は
電
力
会
社

の
専
用

の
目
的

に

つ
い
て

　
の
　

考
慮
さ
れ

て
い
な
か

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

本
修
正
は
、
専

用
者

の
地
位

に
変
更
を
加
え
る

の
で
は
な
く
、
沿
岸
権
者

の
地
位
を
変
え
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

州
最
高
裁
判
所
は
、
当
該
修
正
に

つ
い
て
、
沿
岸
権
者
ま
た
は
専
用
者

の
競
合
す
る
水
利
用
の
価
値
を
考
慮
す

る
こ
と
な
し
に
、
沿
岸
権

ハ　

者

の
水
利
用
の
合
理
性
に
関
す

る
客
観
的
評
価
を
説
示
し
た
も

の
と
し
て
理
解

し
た

の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
沿
岸
権
者

の
水
利
用

の
合
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理

性

に

つ
い

て
客

観

的

に

評

価

す

る
見

解

は

、

合

理

的

・
有

益

的

利

用

の

ル

ー

ル

(
弓
Φ
9
0D
O
口
9
げ
一
①
1
げ
①
]口
Φ
h
一〇
一9
一
=
の
Φ

円
d[一①
)

と

呼

ば

れ

　　

て
い
る
。

水
利
用

の
合
理
性
と
い
う
抽
象
的
概
念

は
、
少
な
く
と
も
沿
岸
権
者

の
浪
費
的
利
用
を
排
除

し
て
い
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
あ
る
沿
岸
権
者

の
浪
費
的
利
用

の
概
念
は
、
他

の
沿
岸
権
者

の
有
益
的
利
用

の
概
念

と
頻
繁

に
重
な
り
、
曖
昧
さ
を
払
拭

で
き

な
い
。
合
理
性

の
抽
象
的
判
断
基
準
に
よ

っ
て
水
利
用
が
浪
費

的
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

の
実
質

的
な
機
能

は
、
主
張
さ
れ
た
沿
岸
権
に
基

づ
く
水
利
用
が

不
合
理
的
で
あ

る
ゆ
え
に
そ
れ
を
正
当
な
沿
岸

権
と
し

て
認
定
で
き
な

い
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
抽
象
的
概
念

に
よ
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
複
数

の
共
存
し
え
な
い
水
利
用
が
す
べ
て
合
理
的

で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
期
待
さ
れ
た
機
能
を
果
た

せ
な
い
。

そ
こ
で
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、
相
互
の
特

別
な
水
利
用

の
利
点
を
評
価
す
る

こ
と
よ
り
も
利
用
可
能
な
水
を
単
純
に
比
例
配
分
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
合
理
性
と
い
う
抽
象
的
概
念
に
頼

る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
て

　
　

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
比
例
配
分
さ
れ
た
水
量
が
主
張
さ
れ

た
水
利
用
の
量

に
対
し

て
少
な
す
ぎ
る
場
合

に
は
、
同
州

の
裁
判
所
は
、

　　

よ
り
困
難
か

つ
不
安
定
な
合
理
性

の
抽
象
的
判
断
基
準

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
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⑩
置
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第
四
節

権
利
の
喪
失

・
放
棄
、
譲
渡
お
よ
び
取
得
時
効

混
合
主
義
を
採
用
す
る
法
域
で
は
、
沿
岸
権
を
消
滅
ま
た
は
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
そ
の
権
利

の
喪
失

(ho
臥
Φ
騨
弓
Φ
)
・

放
棄

(
9
び
き

Ω
o
昌
8
Φ
暮

)
お
よ
び
譲
渡

(0
8

<
亀
き

8
ω
)
に
関
す
る
準
則
が
考
案
さ
れ

て
き
た
。
沿
岸
権

の
不
行
使

に
よ
る
喪
失
ま
た

は
放
棄
は
、
純
粋
な
沿
岸
権
主
義

の
も
と
に
お
い
て
は
概
念
的
に
不
可
能
で
あ

っ
た
が
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
、
ネ
ブ

ラ
ス
ヵ
州
お
よ
び

オ
ク
ラ
ホ

マ
州
を
除
く
混
合
主
義

の
州
は
、
期
限
日
以
前

に
行
使

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
す
べ

て
の
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
、
未
行
使

沿
岸
権

に

つ
い
て
の
消
滅
期
限
日
を
制
定
法
に
よ

っ
て
規
定
し
た
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

の
混
合
主
義

の
法
域
は
、
期
限
日
以
降
に
未
行
使

　
れ

　

で
あ

っ
た
既
得

の
沿
岸
権
に

つ
い
て
も
消
滅
さ
せ
る
政
策

を
支
持

し
て
き
た
。

ワ

シ
ン
ト
ン
州
は
、
許
可
を
受
け
て
い
な
い
す
べ

て
の
水

　　

利
権

に

つ
い
て

一
九
七
四
年
六
月
三
〇

日
ま
で
に
登
録
す

る
か
、
ま
た
は
放
棄
す
る
か
を
求
め
た
。
混
合
主
義

の
も
と
に
お

い
て
は
、

三

　
み

ね

年
間

の
権
利
喪
失
期
間
を
定
め
て
い
る
州
が
多

い
が
、
専

用
主
義

の

コ
ロ
ラ
ド
法
理
を
採
用
す

る
法
域
で
は
、
五
年
間

の
期
間
を
規
定
し

て
い
る
と

こ
ろ
が
大
部
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
混
合
主
義

の
州

に
お
け
る
権
利

の
喪

失
に
関
す

る
政
策
は
、
純
粋
な
専
用
主
義

の
州

に
お
け
る
そ
れ
よ
り
積
極
的
な
態
度
を
示
し

て
い
る
と

い
え
よ
う
。

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
は
、
他

の
混
合

主
義

の
州
よ
り

沿
岸
権

を
保
護
す

る
立

場
に
た

っ
て
い
る
。

同
州
最

高
裁
判

所
は
、
目
巳
舘
①

H巳

σq
9。
菖
8

臣
。。
9

9

<
・
い
営
α
鈴
楓
ー
幹

冨
夢
日
o
器

一霞
一σq
暮
δ
昌

曳
の
ε

9

に
お

い
て
、
沿
岸
権

の
放
棄

に
関
す

る
州
制
定
法
に

つ
い
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ハ
　
　

て
憲
法
に
反
す
る
財
産
権

の
収
用

に
あ

た
る
と
判
決
し
た
。
ま
た
、
当
該
裁

判
所

は
、
土
地

に
付
随
し
な
い
譲
与

(⇔
o
舜

薯

霞
8
舜

暮

σq
冨
暮
)
に

つ
い
て
他

の
沿
岸
権
者

に
対
し
て
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
、
沿
岸
権

の
譲
渡

に
関

し
て
極
め
て
制
限
的
な
見

　
ね
　

解
を
と

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
沿
岸
権
と
土
地
所
有
権
と
の
関
係
を
密
接

に
解
し
、
土
地
所
有
権

の
権
能
が
そ

の
土
地
上
の
水
利
用
ま
で

及
ぶ
と
い
う
考
え
方
を
基
点
と
し

て
水
利
権
を
捉
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
観
点
か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
地
下
水

の
利

用
ル
ー
ル

に

つ
い
て
も
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
下
水

の
上
に
あ
る
土
地

(o
<
Φ
二
図
ぢ
αq

冨
巳

の
)

の
所
有
者

の
す
べ
て
は
、
地
下
水
盆

(≦
暮
霞

げ
9
匹
昌
)
に

つ
い
て
公
平
な
共
有

を
主
張
し
う
る
相
関
権

(o
o
胃
①冨
江
く
Φ
二
σq
導
ω
)
を
有

し
て
い
る
と
解
す

る
相
関
権

の
ル
ー

ル
は
、
地

　
お
　

下
水
が
土
地
所
有
権

に
従
属
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う

に
、
土
地
所
有
権
と
の
関
係
性
を
重
視
し
て
水
利
用

の
ル
ー
ル
を
導
き
出
す
ヵ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
立
場
は
、
混
合
主
義

の
法
域

の
中
に
お
い
て
も
特
徴
的
で
あ
る
。

混
合
主
義

の
大
部
分

の
州
は
、

沿
岸

権
に
対
す
る
取
得
時
効

(胃
Φ
ω9

讐
δ
昌
)
に

つ
い
て
認
め
て
い
る
。
取
得
時
効

の
可
能

性
に

つ

　
お
　

い

て
は
、

カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

に
お

い

て
広

く
議

論

さ
れ

た

。

同

州

最

高

裁

判
所

は
、

勺
①o
艮
Φ
<
。
G。
ぼ
円
o
屏
o
≦

に
お

い

て
公

的

権

利

(窟

霞

o
昌
σq
馨

ω
)
は
取

得

時

効

に
よ

っ
て
消
滅

し
え

な

い
と

い
う
理

由

に
よ

っ
て
、
専

用

さ
れ

て

い
な

い
地
表

水

に
対
す

る
取

得
時

効

　
　

　

の
適
用
を
否
認
し
た
。
当
該
事
案

は
、
州
に
対
す
る
取
得
時
効

の
請
求

に
関
す
る
も

の
で
あ

っ
た
が
、
私
人
間

に
お
け
る
取
得
時
効
に

つ

　
　

い
て
は
平
等
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
本
判
決

は
、
取
得
時
効
を
否
定
す
る
旨

の
制
定
法
上

の
規
定
を
欠
い
て
い

　　

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
点
に
意
義
が
あ

る
。
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西
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混

合
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外
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八
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岸
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の
要

素

を
取

り

入

れ

な

い
純

粋

な

専

用

主

義

の
理

論

に
従

っ
て

い
る

。
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コ
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。
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bσ
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第
四
章

沿
岸
権
と
専
用
権
の
調
整

第

一
節

沿
岸

権

と

最

先

発

の
専

用
権

専
用
主
義

の
も
と
に
お
い
て
、
水
不
足

の
と
き
に
誰
が
水
を
利

用
で
き

る
か
は
、

一
時
的
な
優
先
権

に
基
づ

い
て
決
め
ら
れ
る
。

こ
れ

に
対
し
て
沿
岸
権
主
義
で
は
、
競
合
す

る
水
利
用

の
相
互
を
調
整
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
た
は
他

の
水
利

用
に
不
合
理
的

に
侵
害
を
も
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た
ら
し
た
水
利
用
を
消
滅
ぎ

せ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
水
利
用
者
間

の
争

い
を
解
決

し
て
い
る
。
混
合
主
義

の
諸
州
に
お

い
て
は
、
水
利
用

に
関
す
る
争

い
で
水
利
用
者
が
有
し
て
い
る
権
利
が
同
じ
類
型
で
あ
る
場
合

に
は
、
比
較
的
容
易
に
優
劣
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
沿
岸
権
者
相
互
の
間
で
は
、
合
理
的
利
用
の
理
論
を
公
平
に
適

用
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
た
専
用
権
者
相
互

の
間
で
は
、
時

に
先
ん
ず

る

者

は
権

利

に
お

い

て
も

優

先

す

る

(旨

ω=

昌

け§

ρ

旨

。。け
ぎ

円
一σq
暮

)

と

の
準

則
を
適

用

す

る

こ
と

に

よ
り

、

原

則

的

に
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

し
か
し
、
水
利

用
者
が
有
し
て
い
る
権
利
が
異
な
る
類
型
で
あ
る
場
合
、

つ
ま
り

一
方

の
水
利
用
が
沿
岸
権

に
基
づ

い
て
お
り
、
他
方

の
水
利
用
が
専
用
権
に
基
礎

を
も

つ
も

の
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
水
利
用
者
間

の
争

い
を
解
決
す

る
こ
と
は
、
双
方

の
権
利
が
別
異

の
法
制
度
に
基
づ

い
た
概
念

で
あ
る
た
め
非
常

に
困
難
な
問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
二

つ
の
異
な

っ
た
権
利
概
念
を
混
在
さ
せ
な
が
ら
、

両
者

の
調
整
を
す

る
た
め
に
は
、

一
方

の
水
法
制
度

の
権
利
を
優
先
的

に
取
扱

い
、
他
方

の
水
法
制
度

の
権
利
を
優
先

か
ら
は
ず
れ
た
も

の
と
し
て
扱
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
現
在
、
混
合
主
義

の
諸
州
は
、
専
用
権
が
概
念
的
に
優
先
す
る
と
解
す

る
州

(
ア
ラ

ス
カ
州
、
カ

ン
ザ

ス
州
、
ノ
ー

ス
ダ

コ
タ
州
、
オ
レ
ゴ

ン
州
、
サ
ゥ
ス
ダ

コ
タ
州
、

テ
キ
サ

ス
州
お
よ
び

ワ
シ
ン
ト

ン
州
)
と
、
沿
岸
権
が
概
念
的
に

ハヨ

　
　

優
先
性
を
有
す
る
と
す

る
州

(
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
、
ネ
ブ

ラ
ス
ヵ
州
お
よ
び

オ
ク
ラ
ホ

マ
州
)
に
分
け
ら
れ

る
。

多
数
の
混
合
主
義

の
法
域
は
、
沿
岸
権

に

つ
い
て
の
必
要
性
を
誤
解
し

て
い
た

の
で
、
専
用
権
を
優
先
さ
せ
る
と

い
う
理
論
を
進
展
さ

ハ
お
ソ

せ
た
。
そ
こ
で
、
専
用
権
を
優
先
さ
せ
る
州

に
お

い
て
、
沿
岸
権
は
専
用
主
義

の
も
と
で
ど

の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な

る
。

こ
れ
ら

の
諸
州

の
裁
判
所
は
、
生
き
残

っ
た
沿
岸
権
を

一
定

の
優
先
期
限
日
を
伴
う
専
用
権
と
し

て
取
扱

っ
た
。

つ
ま
り
、
沿
岸
権

に

つ
い
て
の

一
定

の
優
先
期
限
日
は
、
沿
岸
権
か
ら
専
用
権

へ
の
形
式
的
移
転
を
意
味
す
る
、
沿
岸
権

の
消
滅
期
限

日
で
あ
る
と
解
し
た

お

　

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
複
数

の
沿
岸
権
が

同

一
の
優
先
期
限
日
を
有
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
合
理
的
利

用
と

い

う
不
安
定
な
沿
岸
権

の
概
念
が
沿
岸
権
相
互
間

の
優
劣
を
判
断
す
る
た
め
の
唯

一
の
基
準

と
な
る
の
で
あ
る
。

専
用
権
が
優
先
的
に
扱
わ
れ
る
州

に
お
い
て
は
、
沿
岸
権

の
消
滅
期
限

日
よ
り
以
前

の
優
先
期
限
日
を
伴
う
専
用
権

の
存
在
が
事
態
を
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複
雑
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
専
用
権
は
、

一
般
的
に
私
的
所
有
権
を
取
得
す

る
た
め
に
沿
岸
地
が
合
法
的

に
占
有
さ
れ
る
以
前

に
専

ハ
れ

　

用
権
が
成
立
し

て
い
た
場
合

に
の
み
、
沿
岸
権

に
優
先
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

オ
レ
ゴ

ン
法
理

の
も
と
に
お

い
て

は
、
沿
岸
地
所
有
者

は
、
次

の
二

つ
の
基
準
に
従

っ
て
専
用
者
と
優
劣
を
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
沿
岸
地
が

公
有
地

で
な
く
な

っ
た
日
と
沿
岸
権

の
消
滅
期
限
日
よ
り
前
に
専

用
者
が
専
用
し
始
め
た
日
と

の
先
後
関
係

で
あ
り
、
第
二
に
、
消
滅
期

ロ
ほ
　

限

日
に
お
け
る
沿
岸
権

の
範
囲
と
そ
の
後

に
始
め
た
専
用

の
範
囲
と
の
比
較
衡
量
で
あ
る
。

注(
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家

事

用

お

よ
び

家
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水

利

用

に

つ
い

て
沿

岸

権

の
優

先

性

を

認

め

る

州

は

、

他

に

い
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つ
か

存

在

す

る
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枠
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、

こ

の
よ

う

な

区

分

が

で
き

る
が

、

沿

岸

権

と

専

用

権

の
詳

細

な

調

整

の
形

態

は

各

州

に

よ

っ
て

多

種

多

様

で
あ

る
。
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第
二
節

専
用
権
と
非
沿
岸
権
者
の
許
可
的
利
用

カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ァ
州

は
、
前
述

の
理
論
と
は
別

の
解
釈
を
展
開
さ

せ
た
。
す
な
わ
ち
、
沿
岸
権
を
専
用
権

に
優
先
す

る
も

の
と
し
て
扱

い
、
専

用
を
非
沿
岸
権
者

の
許
可
的
利
用
と
し

て
位
置
づ
け
た

の
で
あ

る
。

同
州
最
高
裁
判
所
は
、
沿
岸
地
が
合
法
的
占
有

に
よ

っ
て
公

　を

有
地
で
な
く
な
る
前
に
成
立
し
た
専
用
を
沿
岸
権

の
前
に
与
え
ら
れ
た
も

の
、

つ
ま
り
沿
岸
権
よ
り
優
先
す
る
水
利
用
と
し
て
理
解

し
た
。

当
州

の
混
合
主
義

の
も
と
で
は
、

こ
の
よ
う
な
専
用
権

に

つ
い
て
は
分
水
が
公
有
地
上

で
な
さ
れ
た
場
合

に
の
み
成
立
を
認
め
て
き
た

か
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ら
、

か
か
る
専
用
権
が
成
立
す
る
可
能
性
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
地
が
最
初

に
私
人
に
譲
渡
さ
れ
た
後
に
専
用
を
始
め
た
者

は
、
制
定
法

に
よ

っ
て
そ
の
専

用
に
権
限
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
は
合

法
的
に
専
用
権
を
有
す
る
も

の
と
し

て
考
え
ら
れ

る
。

こ
の
よ
う
な
水
利
用
は
、
そ
れ
が
沿
岸
権
者

の
水
利
用
を
侵
害
し
た
と
き
、
そ
の

　む

こ
と
自
体
で
不
合
理
と
さ
れ

る
抗
弁

可
能
な
非
沿
岸
権
者

の
水
利

用
で
あ
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
憲
法
が

一
九

二
八
年

に
修
正
さ
れ
る

ま
で
は
、
沿
岸
権
者

の
水
利

用
が
侵
害
を
被
ら
な

か

っ
た
と
し

て
も
、
非
沿
岸
権
者

の
水
利
用
は
そ
れ
自
体

で
不
合
理
で
あ
る
と
し
て
禁

止
さ
れ
る
と

い
う
伝
統
的
な
沿
岸
権

の
法
理
が
適
用
さ
れ
て
き
た
。
当
該
法
理

に
よ
れ
ば
、
た
と
え
沿
岸
権
者

の
水
利
用
が
専
用

の
何
年

も
後

に
始
ま

っ
た
場
合
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
先
発

の
専
用
者

の
水
利
用
は
後
発
の
沿
岸
権
者

の
水
利
用
に
常

に
劣
後
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
お

い
て
は
、
沿
岸
権
と
専
用
権

双
方
を
同
時
に
主
張

で
き
る
こ
と
が
よ
け
い
に
状
況
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

つ

ま
り
、
同
州
で
は
、
専
用
主
義
を
採
用
す
る
裁
判
所
に
お

い
て
は
沿
岸
権
に
基
づ
く
訴
え
を
な
す

こ
と
を
禁
ず
る
と
い
う
オ
レ
ゴ

ン
法
理

に

つ
い
て
適
用
す
る

こ
と
を
拒
絶
し
た

の
で
あ
る
。

　
お

　

ネ
ブ
ラ

ス
カ
州
最
高
裁
判
所
は
、

一
九
六
六
年

の

≦
.器
。・
①
吾
霞
σq
霞

く
●
O
o
鴇
①
①
に
お
い
て
、
消
滅
期
限
日
以
前
に
私
人

へ
最
初
に
譲

渡
し
た
土
地
に
付
随
す
る
未
行
使
沿
岸
権
に
関
し

て
継
続
的
有
効
性
を
認
め
た

の
み
な
ら
ず
、
競
合
す

る
専
用
権
を
沿
岸
権
に
優
先
す
る

合
法
的
な
非

沿
岸
権
者

の
水
利
用
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
し

て
、
合
法
的
な
非
沿
岸
権
者
が
有
す

る
優
先
性
は
、
他

の
水
利
用
者
に
対

　　

す
る
各
水
利
用
者

の
合
理
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
示
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
に

つ
い
て

は
、
非
沿
岸
地

で
の
水
利
用
は
そ
れ
自
体
で
不
合
理
で
あ
る
と
し
て
す
べ
て
の
沿
岸
地
上

の
水
利

用
に
対
し

て
劣
後
す
る
と

い
う
伝
統
的

な
沿
岸
権

の
見
解
を
否
定
し

つ
つ
、
沿
岸
権
主
義

の
立
場
か
ら
専
用
権
を
構
成
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
当
該
州
最

高
裁
判
所
は
、

一
八
九

五
年

の
消
滅
期
限
日
以
前

に
公
有
地
が
私
人

に
譲
渡
さ
れ
た

こ
と
の
立
証

な
く

し
て
沿
岸
権

に

つ
い
て
の
訴
え
を

　
り

　

認

め
る

に
い
た

っ
た
。
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近
時
ま
で
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
お
よ
び
ネ
ブ

ラ

ス
ヵ
州

の
み
が
、
沿
岸
権
を
優
先
的
に
扱
う
態
度
を
示
し
て
い
た
が
、

ハ
ゆ

　

年
に
は
オ

ク
ラ
ホ
マ
州
最
高
裁
判
所
も
こ
の
立
場
を
支
持
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
九
〇
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む
す
び

沿
岸
権
と
専

用
権
が
共
存
す
る
混
合
主
義
を
採
用
す
る
法
域
に
と

っ
て
最
も
問
題
と
な
る

の
は
、
両
権
利
を
ど

の
よ
う
に
調
整
す

る
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
が
流
れ
て
い
る
土
地
に
水
利
用
の
根
拠
を
求
め
る
沿
岸
権
と
、
土
地
所
有
権
と
分
離
さ
せ

て
水

の
利
用
に
成
立

の
基
礎
を
置
く
専
用
権
と
は
、
本
来
、
両
立
し
え
な
い
概
念
で
あ
る
。
両
権
利

の
抵
触
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
る

の
は
、
未
行
使

の
沿
岸
権

者
と
専

用
権
者
と

の
関
係

に
お
い
て
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
沿
岸
権
者
は
以
前
よ
り
権
利

を
行
使
し

て
い
な
か

っ
た
が
、
あ
る
日
突
然
、

そ
の
権
利
を
行
使
し
た

こ
と
に
よ
り
、
専

用
権
者

の
権
利
を
侵
害
し
て
し
ま

っ
た
場
合
に
お

い
て
、
専

用
権
者
は
引
き
続
き
権
利
を
主
張

で
き
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
か
か
る
権
利

の
不
確
実
性
は
、
大
規
模
な
水
事
業
計
画
を
企

て
よ
う
と
す
る
専
用
権
者

に
対
し

て
不
安
を



アメ リカ水法における混合主義317

与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

混
合
主
義

の
大
部
分

の
州
は
、
制
定
法

に
よ

っ
て
未
行
使

の
沿
岸
権
を
消
滅

さ
せ
る

こ
と
に
し
た

の
で

あ
る
。
権
利

の
不
行
使
に
よ

っ
て
土
地
所
有
権

に
付
随
す
る
沿
岸
権
を
消
滅

さ
せ
る

こ
と
は
、
そ
も
そ
も
純
粋
な
沿
岸
権
主
義

の
も
と
に

お

い
て
は
概
念
的
に
不
可
能
で
あ

っ
た
が
、
専
ら
専
用
権
と
の
調
整

を
図
る
目
的

で
許
容
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
制
定
法
に

よ
る
未
行
使
沿
岸
権

の
消
滅
は
、
両
権
利

の
調
整

の
た
め
に
伝
統
的
な
沿
岸
権

の
枠
を
越
え
て
形
成
さ
れ
た
考
え
方

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
沿
岸
権

の
対
象
と
な
る
土
地

お
よ
び
水

の
範
囲
を
狭
く
解
釈
し
た
り
、
合
理
的
利
用

ル
ー
ル
に
客
観
性
お
よ
び
安
定
性
を
付
与
し

た
合
理
的

・
有
益
的
利
用
ル
ー
ル
に

つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
も
、
結
局
は
、
沿
岸
権
と
専
用
権

の
共
存
法
理

の

一
側
面
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

専
用
主
義

の
も
と
に
お
い
て
、
水

不
足

の
と
き
に
誰
が
水
を
利
用
で
き
る
か
は
、

一
時
的
な
優
先
権
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
。

こ
れ

に
対
し
て
沿
岸
権
主
義
で
は
、
競
合
す
る
水
利
用
の
相
互
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
た
は
他

の
水
利
用
に
不
合
理
的

に
侵
害
を
も

た
ら
し
た
水
利
用
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
水
利
用
者
間

の
争

い
を
解

決
し

て
い
る
。
混
合
主
義

の
諸
州

に
お

い
て
は
、
水
利
用

に
関
す
る
争
い
で
水
利
用
者
が
有

し
て
い
る
権
利
が
同
じ
類
型
で
あ
る
場
合

に
は
、
比
較
的
容
易
に
優
劣
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
沿
岸
権
者
相
互
間
で
は
、
合
理
的
利
用
の
理
論
を
公
平

に
適
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
た
専

用
権
者
相
互
間
で
は
、
時

に
先

ん
ず

る
者
は
権
利
に
お
い
て
も
優
先
す
る
と
の
準
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

水
利
用
者
が
有
し
て
い
る
権
利
が
異
な
る
類
型
で
あ
る
場
合
、

つ
ま
り

一
方

の
水
利
用
が
沿
岸
権
に
基
づ

い
て
お
り
、
他
方

の
水
利
用
が

専
用
権
に
基
礎
を
も

つ
も

の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
水
利
用
者
間

の
争

い
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
双
方

の
権
利
が
別
異

の
法
制
度
に

基
づ

い
た
概
念

で
あ

る
た
め
非
常

に
困
難
な
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
二

つ
の
異
な

っ
た
権
利
概
念

を
混
在
さ

せ
な
が
ら
、
両
者

の
調

整
を
す
る
た
め
に
は
、
ど
ち
ら

か

一
方

の
権
利
概
念
に
基
軸
を
置
い
て
構
成
す
る

こ
と
が
必
要

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、

一

方

の
法
制
度

の
権
利
を
優
先
的

に
取
扱

い
、
他
方
の
法
制
度

の
権
利
を
優
先

か
ら
は
ず
れ
た
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る

の
で
あ

る
。

現
在
、
混
合
主
義

の
諸
州
は
、
沿
岸

権
が
概
念
的
に
優
先
す

る
と
す
る
法
域

(
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
、
ネ
ブ

ラ

ス
カ
州
お
よ
び

オ
ク
ラ
ホ
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マ
州
)
と
、
専
用
権
が
概
念
的

に
優
先
す
る
と
解
す
る
法
域

(
ア
ラ
ス
ヵ
州
、
カ

ン
ザ

ス
州
、

ノ
ー

ス
ダ

コ
タ
州
、
オ
レ
ゴ

ン
州
、

サ
ゥ

ス
ダ

コ
タ
州
、

テ
キ
サ

ス
州
お
よ
び

ワ

シ
ン
ト
ン
州

)
と
に
分
け
ら
れ
る
。

沿
岸
権
を
優
先
さ
せ
る
法
域

で
は
、
土
地
所
有
権
に
付
随
し
て
い
る
沿
岸
権
を
実
質
的
な
水
利
用

の
根
拠
と
し

て
解

し
て
い
る
が
、
専

用
権
を
優
先
さ
せ
る
法
域
に
お
い
て
は
、
沿
岸
権
は
形
骸
化
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
前
者

の
諸
州
は
、
混
合
主
義
と
い
う
よ
り
は
沿

　
ゆ

り

岸
権
主
義
に
従
い
、
後
者

の
諸
法
域
は
、
専
用
主
義
に
属
し

て
い
る
と
解
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
沿
岸
権
と

専

用
権

を
並
存
さ
せ
る
た
め

の
法
理
が
確
立
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
両
者

の
諸
法
域
と
も
混
合
主
義

に
従

っ
て
い
る
と
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

各
州

の
混
合
主
義

に

つ
い
て
考
察
す
る
と
、
沿
岸
権

と
専

用
権
を
両
極
に
し

て
、
ど
ち
ら
か

一
方

の
権
利

に
基
軸
を
置
い
た
水
利
権

の

構
成
を
探

っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
沿
岸
権
が
優
先
す
る
州
で
は
専
用
を
非
沿
岸
権
者

の
許

可
的
利
用
と
し
て
位
置
づ
け
、
専
用
権
が

優
先
す

る
法
域
で
は
沿
岸
権
を
優
先
期
限

日
を
伴
う
専
用
権
と
し
て
解
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
基
軸
を
置
い
た
権
利
中
心
に
解
釈
す
る
た

め
、
そ
れ
と
抵
触
す

る
権
利

に

つ
い
て
は
基
軸
を
置
い
た
権
利
に
読

み
替

え
る
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ

て
き
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
沿
岸
権
と
専

用
権

の
共
存
法
理

の
特
色

は
、
水
利
権
に

つ
い
て
両
権
利

の
ど
ち
ら
か

一
方

に
基
軸
を
置

い
て
解
釈
す
る
と
い

う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、

一
方

の
権
利

に
基
軸
を
置

い
た
水
利
権

の
構
成

と
い

っ
て
も
、
結
局

の
と
こ
ろ
は
土
地
所
有
権

の
権
能
を
ど
こ

ま
で
及
ぼ
す

か
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
各
法
域
に
お
け
る
混
合
主
義

の
特
徴
は
、
水
利
用
と
土
地

所
有
権
と

の
関
係
性
を
ど

の
程
度
認
め
る
か
と
い
う
政
策
的
価
値
判
断
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

、

注(
79
)

混
合
主
義
の
位
置
づ
け
は
、
研
究
者
に
よ

っ
て
様

々
で
あ
る
。
当
該
主
義
に

つ
い
て
、
bu
Φ簿

前
掲
書
で
は

「第

一
巻
第
二
部

沿
岸
権
主
義
」

の
中
で
、
日
9。
二
〇
鼻

前
掲
書
で
は

「第
五
章

専
用
主
義
」

の
中
で
、
板
橋
前
掲
書
で
は

「第

一
章
第
三
節

専
用
権
」

の
中
で
取
扱

っ
て
い
る
。

一
方
、
O
騨
畠
のの
前
掲
書
に
お
い
て
は
、
「第
四
章

混
合
主
義
お
よ
び
他
の
形
態
」
と
し
て
独
立
し
た
章
立
て
の
中
で
解
説
し
て
い
る
。


